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特集報文：河川環境研究：自然共生研究センター20年の歩み 

河道内氾濫原の環境劣化機構と修復手法 
～淡水性二枚貝類に着目して～ 

森 照貴・永山滋也・中村圭吾・萱場祐一
 

1．はじめに1 

我が国では、沖積平野に広がる自然堤防帯を中

心として、自然堤防の背後に広がる後背湿地も含

めた広大な氾濫原を有していた（図 -1）。この氾

濫原の形成に中心的な役割を果たしたのは、各地

の平野を流れる主要な大河川であり、その多くは、

現在、国の管理している河川（直轄河川）である。

明治期以降、河川沿いに長大な連続堤防が築かれ、

氾濫から守られる側（堤内地）となったかつての

氾濫原では、農地や都市としての開発が進められ

た。そして、この堤防の建設により、氾濫原は堤

防と河川に挟まれた領域に限定されることになっ

た。この堤外地における氾濫原は河道内氾濫原と

呼ばれ、本来の氾濫原とは同質の環境ではないも

のの、それでもなお、ワンドやたまりといった氾

濫原特有の環境を有している（図-1）1)。 

氾濫原とは洪水時に冠水する領域であることか

ら、陸域と水域の中間的な特徴を持ち、多様な生

物相を育む場所である。しかし、様々な人為イン

パクトの影響により、氾濫原における自然環境の

劣化が世界的に進んでおり、生息する多くの生物

種が絶滅に瀕している2)。日本においても、氾濫

原には淡水性二枚貝類やタナゴ類など多くの絶滅

危惧種が生息しており、生物多様性保全を考える

上で重要な景観要素と言える3),4)。これまでに、

自然共生研究センター（以下「共生センター」と

いう。）では河道内氾濫原を対象に、生物多様性

の観点から氾濫原環境が劣化しつつある状況を明

らかにするとともに、修復に寄与する様々な研究

を進めてきた。本稿では、現在進行中のものも含

め、直轄河川など大河川において、生物多様性に

配慮した河川管理に資する知見について報告する。 

2．氾濫原環境の劣化 

河道内氾濫原に成立する水域は、ワンドとた

まりに大きく分けることができる。ワンドとはそ

──────────────────────── 
Degradation Mechanisms and Restoration Methods for Lowland 
River Floodplains with High Biodiversity 

の一部が本川流路と常に連結している水域であり、

たまりは平常時において本川流路から孤立してお

り、増水時にのみ本川流路と連結する水域である。

1970年代頃、大河川の多くでは裸地状の砂州が

広がり、本川流路は分岐と合流を繰り返す砂州の

発達した河道であった（図 -2）。その頃までは、

河道内氾濫原には大きなワンドが多く存在し、た

まりは少なかった 1)。しかし、1980年代以降、

様々な人為の結果として、主流路である澪筋で河

床低下が生じ、流路の水位と陸域（砂州）の地盤

高とで比高の拡大が生じ、洪水による冠水とそれ

に伴って生じる物理的攪乱（掃流力など）が小さ

くなった。こうしたことが要因となり、河道内氾

図 -1 原生的な氾濫原（a）と近年の河道内
氾濫原（b）の模式図1) 

図-2 木曽川中流域における河道内氾濫原の
景観の変化  
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濫原に樹木が繁茂するようになり、こうした河川

景観の変化は「陸域化」や「樹林化」、もしくは

「二極化」などと呼ばれている1),5),6)。さらに、ワ

ンド・たまりの存在様式も変化し、現在は、大き

なワンドは少なく、小さなたまりが多数存在する

ようになった1)。共生センターでは、このように

景観レベルで生じる河道内氾濫原の変化を明らか

にするとともに、生物多様性への影響に関する知

見を集積してきた。河道内氾濫原の環境は、陸域

化・樹林化の進行等に伴い、すでに劣化しつつあ

る状況下にあり、その劣化機構の詳細について研

究を進めるとともに、自然再生事業や治水関連事

業の中で、どのように修復していくことができる

かについて手法の検討を進めてきた。 

3．氾濫原に生息する生物 

3.1 氾濫原環境に依存した魚類群集の変化 

直轄河川では、平成2年以降、河川水辺の国勢

調査が5年に一度行われており、現在までに、5

巡目までのデータが整備されている。調査を行う

地点の場所や数は巡目ごとに異なるものの、直轄

区間内に生息する生物に関して、多くのデータが

蓄積されている。河道内氾濫原の環境と密接に関

わる生物として、淡水性二枚貝を産卵母貝とする

魚種（二枚貝依存種）が挙げられる。大河川にお

いて、二枚貝とそれを利用する魚種は河道内氾濫

原を主な生息場所とするものが多い。そのため、

好適な氾濫原環境が流域内に広く存在していれば、

より多くの調査地点で二枚貝依存種が観察される

ものと考えられる。河川水辺の国勢調査を用い、

平成2年以降、全期間にわたる魚類データを解析

したところ、二枚貝依存種が確認された調査地点

が、2巡目から5巡目にかけて（約20年間）で減

少傾向にあることがわかった（図-3）。1巡目は調

査手法が確立していない状況であり7)、二枚貝依

存種を記録できていない可能性を考慮すると、氾

濫原環境は近年、劣化傾向にあることを示唆する

結果であった。 

3.2 魚類群集の指標としての二枚貝 

国内には18種のイシガイ目に属する淡水性二

枚貝が生息していると報告されている8),9)。上述

したように、産卵母貝として自然繁殖に必要とす

る魚種が存在するほかに、二枚貝類の生活史の中

で幼生が他の魚類（例えばヨシノボリなど）に寄

生する期間を持つことなどから、イシガイ類は共

存する水生生物と深いかかわりを持っている。さ

らにイシガイ類は移動能力が極端に小さいことか

ら、その場の環境条件を反映しやすく、数十年以

上という比較的長い寿命を持つため、その生息が

確認された場合は長期間にわたり良好な陸水生態

系が維持されていることを示唆する8)。そこで、

氾濫原生態系において、二枚貝の生息が魚類の種

の多様性の指標となるのかについて検討したとこ

ろ、二枚貝の生息量が大きい水域ほど、魚類の分

類群数と多様度指数も大きくなっていた（図 -4）。

このことから、二枚貝が多く生息する氾濫原環境

は、魚類の生物多様性も高いことが示唆され、二

枚貝が魚類群集の指標となり得ることを示した10)。  

3.3 二枚貝の生息に対する冠水の影響 

大河川で見られる河床低下により、河川水面と

陸域の地盤高の高低差（比高）が拡大している。

これは、増水時における冠水のし易さと密接に関

連することから、木曽川と木津川を対象に淡水性

二枚貝の生息確率と比高との関係性について調べ

た。その結果、木曽川では比高が小さいほど、二

枚貝が生育しやすいことが明らかとなった（図 -

5）。しかし、河川による違いもあり、木曽川に

比べて急勾配である木津川では、比高が小さすぎ 

図-3 河川水辺の国勢調査において、二枚貝
に産卵する魚種が観察された調査地区
割合の変化  

図-4 河道内氾濫原における二枚貝の生息量と魚類
の分類群数（a）および多様度指数（b）との
関係。両軸とも値は標準化した10)。  
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ても増水時の強い流れの影響により、二枚貝の生

育に適さないことが示された（図 -5）。このよう

な河川間の違いがあるものの、比高が極度に大き

くなることは、二枚貝の生息可能性を減少させる

ことが示された。 

3.4 二枚貝の生息適地に関する研究 

 「陸域化」  や「樹林化」などと呼ばれる現象

により、近年、河道内氾濫原は樹木に覆われるよ

うになった11)。その結果、多くの落葉・落枝がワ

ンド・たまりに入り、有機物として蓄積され（図

-6）、時間の経過とともに泥として積み重ねられ

ていくことは、二枚貝の生息に不適であることが

示された（図 -6）。そして、水深は大きくなるほ

ど二枚貝の生息量が多くなる一方、約70cmを越 

えた場所では、ほとんど見つからないことも明ら 

かとなった（図-6）12)。ワンド・たまりの上空が

樹木で覆われている場所で有機物量は多くなって

いたことから、二枚貝の生息に適したワンド・た

まりの条件として、水深が50cm程度のエリアを

広く持つとともに、周辺の樹木に覆われていない

開空域が広く存在する（つまり、大きな水域幅を

持つ）ことが挙げられた。 

3.5 高水敷掘削による環境の改善 

 治水整備メニューの一つとして実施される河道

掘削の中でも、高水敷の掘削事業は陸域の地盤高

を低くすることから、冠水しやすい場を形成し、

氾濫原環境を創出する機会でもある。そこで、淡

水性二枚貝が多く生息するような良好なワンド・

たまりが形成される掘削方法について検討したと

ころ、渇水位や平水位など掘削高さが低い（比高

が小さい）ほど、淡水性二枚貝の生息量が多くな

ることが明らかとなった（図 -7）。ただし、掘削

後5年ほどで生息量が最大となり、その後は減少

することから、こうした時間変化を考慮した上で

氾濫原環境の改善を推し進める必要があることが

示された13)。 

4．おわりに 

木曽川などで行われている自然再生事業では、

ワンド・たまりなどの水域環境の改善や新たな水

域の創出を積極的に行い、淡水性二枚貝や二枚貝

に依存する魚種が生息可能な場所を河道内氾濫原

に増やす取り組みが進められている14)。共生セン

ターで積み重ねてきた知見は、この自然再生事業

に生かされてきた14)。今後は治水事業における河

図 -5 木曽川（a）および木津川（b）における
二枚貝の生息可能性と比高との関係  

図 -6 樹木カバーの有無（a）および枝量（b）と
有機物の関係、水深（ c）および有機物量

（d）と二枚貝生息量との関係12) 

(a) (b) 

(c) (d) 

図 -7 掘削工区における二枚貝生息量と掘削高さ
（a）および経過年数（b）との関係  

(a) 
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道の改変に合わせて環境を再生するアプローチに

ついても検討を進めていく。共生センターでは、

このアプローチを「エコ治水」と名付け、河道の

環境管理を戦略的に進めていくことを考えている。

例として、河道の改変として、目標流量を流下さ

せるために高水敷を切り下げる河道掘削が多くの

河川で計画されている。本報で紹介したように、

高水敷の切り下げは、氾濫原環境の有効な再生手

法となりうることが示され、さらに、近年減少が

著しい湿地性の植物の再生も期待されており、治

水と環境に寄与したエコ治水と言えよう。一方、

良好な氾濫原環境の再生だけでなく、掘削後の土

砂の再堆積・再樹林化の抑制に有効な断面の設定

方法については研究の途上である。共生センター

では、事業実施時の設計に関わる、この断面の検

討を重要な課題と位置づけ、現在も研究に取り組

んでいる。 
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